三田市トライアルショップ事業実施要領
１　趣旨
　　子育てやシニア世代、学生や主婦、多様な人材の起業しやすい環境を整備して、移住・定住の促進を含めた創業支援の取り組みを加速化させるため、低リスクで”最初の一歩”を踏み出すお試し店舗の提供を行い、起業希望者の新たな挑戦と活躍を官民連携でサポートする取組として、トライアルショップ事業を実施する。
２　店舗概要
　(1) 所在地　三田市弥生が丘１丁目１番地２　サンフラワー１階
　(2) 区画　２区画　12.96㎡（約1.8ｍ×約7.2ｍ）
　　　　　　※１区画 6.48㎡（約1.8ｍ×約3.6ｍ）
　(3) 営業時間　午前９時から午後９時まで
３　対象事業
　　店舗を利用できる事業は、小売業、サービス業等店舗を訪問又は利用する顧客に対して営業を行う事業であって、次のいずれにも該当しないものとする。
　(1) 法令等に違反する事業又はそのおそれがある事業
　(2) 公序良俗に反する事業又はそのおそれがある事業
　(3) 政治的又は宗教的な活動を目的とする事業
　(4) 飲食を伴う事業（加工食品の販売は除く。）
　(5) 店舗を著しく汚損し、又は騒音、悪臭を発生させるなど周囲に迷惑をかけるおそれのある事業
　(6) その他市長が不適当と判断するもの。
４　利用者の要件
　(1) 店舗を利用できる者は、次のいずれかに該当する者とする。
　　ア　三田市内で新たな起業又は出店を目指している。
　　イ　利用を申し込んだ日において、起業後１年を経過していない。
　(2) (1)に該当する者であっても、次のいずれかに該当する者は、店舗を利用できない。
　　ア　三田市の賦課する市税を完納していない者（法人格のない団体にあっては、代表者が完納していない者）
　　イ　三田市暴力団排除条例（平成２４年三田市条例第９号）第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号に規定する暴力団員又は同条第３号に規定する暴力団員密接関係者
　　ウ　その他市長が不適当と判断する者
５　利用料及び利用期間
　(1) 利用料は１日１区画当たり５００円とし、利用者は納付書記載の支払期限日までに支払わなければならない。
　(2) 利用期間は、最長１カ月とする。ただし、他者により利用されていない場合は、原則１カ月を限度に、延長することができる。
６　利用の申請
　　トライアルショップの利用を希望する者は、三田市トライアルショップ事業利用申請書に次の書類を添えて、希望する利用開始日の２週間前までに市長に申請しなければならない。
　(1) 事業計画書
　(2) 収支予算書
　(3) 定款又はこれに準ずるもの（申請者が団体の場合に限る。）
　(4) その他必要な書類

７　利用者の承認
　(1) 市長は、利用の申請があったときは、その内容を審査し、利用者を決定する。
　(2) 利用を希望する日が重複した場合は、先着順により利用者を決定する。

  (3) 市長は、利用者を決定したときは、三田市トライアルショップ事業利用承認通知書により、不決定の場合は、三田市トライアルショップ事業利用不承認通知書により、それぞれ通知する。
８　事業の変更等
　(1) 利用者は、事業計画を変更し、又は中止しようとする場合は、三田市トライアルショップ事業計画変更（中止）承認申請書に事業計画書その他必要な書類を添えて、申請しなければならない。
　(2) 市長は、(1)の申請があった場合は、その内容を審査し、当該申請の内容を承認するときは、三田市トライアルショップ事業計画変更（中止）承認通知書により通知する。
９　出店等に係る経費
　　トライアルショップの出店及び運営に係る費用は、利用者が負担する。
１０　事業収益の取扱い
　　トライアルショップの利用により発生した収益及び損失は、利用者に帰属する。
１１　利用者の遵守事項
　　利用者は、利用に際して、次の事項を遵守しなければならない。
　(1) 店舗及び商品を利用者の責任において管理すること。
　(2) 利用期間中あらゆる事故に備え、必要に応じて保険等の保全措置を講ずること。
　(3) 許認可が必要な業種に利用する場合、事業開始までに必要な許認可を取得すること。
　(4) 施設等をき損する恐れのある行為を行わない、及び行わせないこと。
　(5) 禁煙その他トライアルショップを含む敷地や建物におけるルールを遵守し、風紀及び秩序を乱さないこと。
　(6) 利用を終了したとき又は利用の承認を取り消され、若しくは利用の中止を命ぜられたときは、施設等を速やかに原状に回復したうえで明け渡すこと。
１２　破損又は汚損の報告
　　使用者は、施設等を破損し、又は汚損したときは、直ちに報告しなければならない。
１３　損害賠償
　　市長は、次の場合、利用者に対して損害賠償を請求することができる。
　(1) 利用者が故意に施設等を破損し、又は汚損させた場合
　(2) 利用者が施設等を著しく破損し、又は汚損させ、損害賠償の請求が相当であると市長が認めた場合
１４　実績報告
　　利用者は、利用終了後２週間以内に、三田市トライアルショップ事業実績報告書に事業実績書、収支決算書その他必要な書類を添えて、利用期間中の実績を報告しなければならない。
１５　利用承認の取消し
　　利用者が次のいずれかに該当したときは、利用承認を取消すことができる。
　(1) 申請等に虚偽の内容があったとき。
　(2) 承認の内容又はこれに付した条件に違反したとき。

(3) 市長の承認なしに変更し、中止し、又は廃止したとき。

(4) その他この要領に定める事項に違反したとき。
１６　その他
　　この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
　　　付　則
　この要領は、令和４年７月１日から施行する。

